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　アニマルバイオサイエンス学科 
　コンピュータバイオサイエンス学科 
　　臨床検査学プログラム（臨床検査技師養成）

バイオの総合大学

www.nagahama-i-bio.ac.jp
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バイオサイエンス学部 255人

　バイオサイエンス学科 153人
　アニマルバイオサイエンス学科 55人
　コンピュータバイオサイエンス学科 21人
　　臨床検査学プログラム 26人

大 学 院

大学院バイオサイエンス研究科 34人

　博士課程前期課程 32人
　博士課程後期課程 2人

2020年春 卒業・修了予定者  （2018年10月 在籍）

長浜バイオ大学へのアクセス
米原IC〈キャンパスまで車で15分〉
●京都・名古屋ー 60分
　（80km）

●大阪ー 90分
　（120km）
　※来客者用駐車スペース有り

JR田村駅〈キャンパス前徒歩2分〉
●JR 京都駅から70分

※新幹線利用ー 34分

●JR 大阪駅から100分
※新幹線利用ー 62分

●JR 岐阜駅から70分
●JR 名古屋駅から100分

※新幹線利用ー 46分
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バイオサイエンス学科 37 13 24 4 11 15 20 5 4 2 3 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 3 153

255アニマルバイオサイエンス学科 5 5 13 3 3 8 11 2 2 1 1 1 55
コンピュータバイオサイエンス学科 9 3 1 5 1 1 1 21
臨床検査学プログラム 7 3 1 1 5 2 2 2 1 1 1 26

大学院 博士課程前期課程 5 8 3 2 1 5 2 3 1 1 1 32 34博士課程後期課程 1 1 2

計 64 29 44 9 17 38 36 12 9 3 5 2 2 1 1 1 2 1 1 2 2 1 2 1 4
163 95 8 6 3 2 8 4

学生数

出身都道府県

出身地域

男女比率

求人のお申込みについて

ご送付・お問合せ先
〒526-0829　滋賀県長浜市田村町1266番地
長浜バイオ大学　就職・キャリア担当　求人係宛
TEL:0749-64-8181（直通）　FAX:0749-64-8140
公式HP:http://www.nagahama-i-bio.ac.jp/
E-mail:shushoku@ml.nagahama-i-bio.ac.jp

求人受付NAVI
本学への求人のお申込みは、インターネットを利用し「求人
受付NAVI」にてお願い致します。企業・団体様が直接ご登
録いただくことにより、迅速に学生への求人票の公開が可能
となっております。ご協力のほどよろしくお願い致します。

※   「求人受付NAVI」のご利用は無料です。

書式によるご提供
「求人受付NAVI」に求人申し込みをされない企業・団体様につきまし
ては、「求人票（本学様式、独自様式いずれも可）」と共に「自己申告書
（チェックシート）」をEmail・郵送・FAXいずれかにてご送付願います。
※   ご提供時に「会社説明会・セミナー等のご案内」および「貴社パンフ
レット」を同封頂けますと幸いです。

※   本学様式は下記のURLよりダウンロードしてご利用頂けます。 
URL:http://www.nagahama-i-bio.ac.jp/careers/求人についてのお願い/

求人受付NAVI



本学は、わが国唯一の「バイオの総合大学」として2003年4月に開学し、以来3,000名以上の学部卒業生・大学院修了生を送
り出してまいりました。本学の卒業生・修了生は、多くの企業、団体や自治体等で活躍の場を与えられ、幸いなことに、高い評価
をいただいております。これまで本学の卒業生・修了生をご採用、あるいは採用のご検討を賜りました企業、団体等の皆様に厚く
お礼申し上げます。
本学は、第二次世界大戦後の1946年に若者に学びの場を提供するために設立された京都人文学園をその前身としています。同

学園の教育理念である「『行動する思考人』の育成」を今に引き継ぎ、社会の要請に応えるため、高度な専門性に加えて、高い倫
理性と豊かな人間性を兼ね備えた人材の育成を目標に掲げて取り組んで参りました。
専門科目とキャリア科目の両輪で学生の根幹的な実力を養成することを目指して2014年度にはカリキュラム改革を実施し、専

門分野の知識・高度技術の修得や倫理観等の養成に加えて、本学が社会人基礎力の基本と考える「自律力」「柔軟力」「論理的思考
力」「課題解決能力」の育成に、特に注力しております。また、基本的情報技術を身に付けるとともに、西オーストラリア大学へ
の短期留学制度を充実させ、中国、韓国、タイなどの大学との研究交流を通して国際的感覚の醸成を図ってきました。
このような特色あるカリキュラムのもとで行われる教育活動および研究指導が、ご採用いただいた多くの企業からの高い評価に

つながっているものと確信しております。
このたび2020年3月に卒業・修了予定の学部第14期生、大学院第12期生が、就職活動を開始いたします。貴社におかれまして

は採用活動のご準備に着手されていることと存じますが、本学卒業・修了予定者は、実社会においてその能力を十分に発揮し貢献
する覚悟でおりますので、是非とも求人を賜りたく、よろしくお取り計らいのほどお願い申し上げます。
本学では今後も、食品、健康、医療、環境をはじめとするライフサイエンス分野、あらゆる方面で基盤となりつつある情報技術

分野において、高い技術力と倫理観、社会人として必要とされる能力を兼ね備えた産業の担い手を輩出できるよう教職員一丸と
なって努力して参りますので、引き続きご支援を賜ります様よろしくお願い申し上げます。

　バイオとは、生物学はもちろん、医学や薬学、農学、工学、物理
学などが学際的に融合した新しい領域の学問です。
　長浜バイオ大学ではこのような新しい学問領域のバイオを、遺伝
情報からタンパク質とその代謝物、細胞の機能発現から生物システ
ムの機能、生態系までの階級層を、分子レベルでトータルに学びま
す。また、コンピュータバイオサイエンス学科では、コンピュータを
使った生命情報科学の基礎から応用を学び、アニマルバイオサイエ
ンス学科では、生物（個体）に統合されたバイオを学ぶ、といった他
大学には例を見ない「バイオの総合大学」です。

オンリーワンの「バイオ総合大学」

学生教育推進就職・
キャリア担当副機構長
教授 伊藤 正恵

ごあいさつ
産業の担い手として期待される本学卒業生

　本学は、前身である京都人文学園から受け継いだ、「平和と
ヒューマニズムを何よりも尊び、豊かな人間性と科学的合理性を
兼ね備えた『行動する思考人』の育成」を、教育理念としています。

教育理念

本学における人材育成のポリシー

＜学　部＞
広い教養とバイオサイエンスの専門知識・技術を兼ね備え、産業の振興および学
術文化の発展に寄与する人材であること。

１．バイオサイエンスの深い知識を基盤とした専門技術力を持つ
２．高度情報化社会に適応できる情報解析力と国際化に対応できる語学力を持つ
３．生命への尊敬と倫理観、地球環境への洞察力を持つ
４．主体的に学び、自ら課題を発見し、その解決法を導き出す思考力を持つ
５．他者と意思を疎通し、協力して物事にあたる行動力を持つ

これらの能力の獲得と、学部の教育課程に規定する所定単位の取得をもって、学
士課程学位を授与します。

＜大学院（修士）＞
バイオサイエンス研究科博士課程前期課程では、教育・研究を通してバイオサイエンスの知識に裏打ちされた問題
発見解決能力と自然に対する崇高な倫理観を持ち、社会を支え国際社会でも活躍しうる人材育成を目指している。
この様な観点から、バイオサイエンス研究科博士課程前期課程に所定の期間在学し、30単位以上を修得した上で、
以下の条件を満たした学生に修士（バイオサイエンス）の学位を授与する。

１．  分子バイオ科学技術特別研究または統合バイオ科学技術特別研究の成果を修士論文として提出後、論文審査に
合格している。

２．バイオサイエンスの高度な専門知識・技術を習得しており、高い生命倫理と科学者倫理を兼ね備えている。
３．研究の目的と背景を理解し、問題の分析と課題の発見ができ、課題の解決方法を見いだすことができる。
４．  みずからの研究成果を明解に説明できるプレゼンテーション能力を持つと共に、国際化に対応できるコミュニケー
ション能力を習得している。

バイオサイエンス学部の体系図

生態系

生物システム機能

細胞機能発現

タンパク質および代謝物

遺伝情報

コンピュータ
バイオサイエンス学科

アニマル
バイオサイエンス学科

バイオサイエンス学科 バイオサイエンス学科
臨床検査学プログラム

博士課程後期課程（博士）

バイオ科学技術研究領域

博士課程前期課程（修士）

分子バイオ科学技術領域
統合バイオ科学技術領域

大学院

学部教育と連携しスペシャリストを育成大学院

学部教育での３学科を分子バイオ科学技術領域と統合バ
イオ科学技術領域に再編し、バイオを幅広く、融合的に学び
ます。ビジネスマインドを持ちながら、情報解析技術・環境
科学・医薬学等を広範なバイオの専門的技術知識を生かし、
社会で幅広く活躍できる人材を育成しています。

バイオサイエンス研究科

総合的なバイオの知識と技術を習得するトータルな人材育成プログラム学 部

次世代の医療を担う医療人・臨床検査技師の育成　【第2期生卒業予定】臨床検査学プログラム

バイオサイエンスの要素的・基礎的な知識・
技術を基盤として、個体レベルにおける生命現
象の理解のもとに、生物多様性学、動物科学、
実験動物学、食品機能学、食品衛生学などに関
する知識・技術とその応用能力、さらに理論的・
実践的思考能力を修得し、21世紀型社会に貢献
できる人材を育成します。また、実験動物技術
者試験の特例認定校として、在学中に1級受験
資格が得られるとともに、食品衛生課程修了で
国家資格である食品衛生管理者の資格を取得
できます。

本学が育成するのは「臨床検査技師の資格を持つバイオの専門
家」です。2015年から開設した臨床検査学プログラムは生命の
尊厳と倫理観を重視したバイオサイエンス教育を基盤として、学
際的なバイオサイエンス&テクノロジーを修得した、問題解決能
力を持つ臨床検査技師の育成を目指しているところに最大の特
色があります。
チーム医療を担う一員としての協調性と責任感、コミュニケー

ション能力を備えた人材の育成を目標としております。

アニマルバイオサイエンス専門教育プログラム

アニマル 
バイオサイエンス学科

バイオの力で生きものを理解する

生物学、農学、薬学、医学など幅広い領域を、分
子、個体、環境など、あらゆる階層レベルで学んで
います。基本から実践に至るバイオサイエンスの知
識と技術を修得し、食品、医薬、エネルギー、環境
などの分野の社会的ニーズに対応できる次世代
を担う人材を育成しています。バイオサイエンス学
科では、３つの専門教育プログラムから１プログラム
を選択し学びます。

バイオサイエンス学科
分子レベルで生命の仕組みを学ぶ

創薬・機能物質プログラム
環境・植物制御プログラム

遺伝子・細胞新機能プログラム 生物医療情報学を学び、とりわけ情報処理や
データ解析の視点から、医薬・医療、食品、環
境、情報等の分野で社会に貢献できる研究者、
技術者、データサイエンティスト、実務者等を育
成します。コンピュータバイオサイエンス学科で
は、２つの専門教育プログラムから１プログラム
を選択し学びます。
※  2019年度入学生（2023年3月卒業生）から学部
再編により情報系の学びを全学科共通に学びAI・
データサイエンス時代に対応するバイオ人材の育
成を図ります。

情報生物学専門プログラム
医療情報技術専門プログラム

コンピュータ 
バイオサイエンス学科

情報科学で生命システムを解き明かす

バイオサイエンス学科
バイオの知識と技術を備えた臨床検査技師をめざす

臨床検査学プログラム 大
学
院

1年次
● 学部共通
　一般教育プログラム
● 学部共通
　専門コアプログラム

2年次
● 臨床検査学プログラム
　  臨床検査学の基本的な
講義と実習
　バイオの知識修得

3年次

臨床検査学の
講義と実習

4年次
● 臨地実習
● 卒業研究
● 文献調査・講読
● 国家試験の準備
● 国家試験

環境・
植物制御

環境
保全

食料
生産

生態系
制御

機能性
食品

創薬・
機能物質
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分子
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デザイン

バイオ
機器開発

生態系

生物システム機能

細胞機能発現

タンパク質および代謝物

遺伝情報

バイオサイエンス学科 コンピュータバイオ
サイエンス学科

アニマルバイオ
サイエンス学科 生命情報

遺伝子
診断

電子
カルテ

医療
情報

ブレイン・
マシン・
インター
フェース

ドラッグ
デザイン

遺伝子・
細胞新機能
遺伝子・

再生
医療

有用物質
生産

ゲノム
機能

臨床検査学

病因・
病態
診断

臨床検査学

予防医学
生体
情報

アニマル
バイオ
サイエンス

食品
衛生

再生
医療

食品
機能

生物
多様性

滋賀県
滋賀医科大学医学部附属病院
近江八幡市立総合医療センター
市立長浜病院
長浜赤十字病院
彦根市立病院

京都府
京都第一赤十字病院

大阪府
大阪医科大学附属病院
健康保険組合連合会　大阪中央病院

岐阜県
大垣市民病院
地方独立行政法人　
岐阜総合医療センター
岐阜大学医学部附属病院
社会医療法人蘇西厚生会　
松波総合病院

臨地実習病院（滋賀・京都・大阪・奈良・岐阜の13病院）

4年間の学びの流れ

奈良県
奈良県立医科大学附属病院
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主体的に学ぶ力を身につけ就業力の育成を図るキャリア教育を、本学
では卒業に必要な正課の科目として位置付けています。就業力の基礎
となる能力を地元産業界との連携による実践的な学びの中で伸ばし

ていきます。学びの場を大学内部の取り組みから地域社会と連携した
取り組みへ、学びの質も客観的・受動的から主体的・能動的なものへ
と段階的に学びを発展させていることも大きな特徴です。

実験ノートとレポートの添削・
指導を通じて、他者に分かるよ
うに情報を伝える社会で求め
られる能力を身に付けます。

専門技術の獲得 正確な情報の伝達力

プレゼンテーションによる知識の深化

主体的に学ぶ力を身につけながら、就業力の育成を図る

▶「生命倫理・研究倫理」（1年次必修）
各分野からの講師を招き、生命倫理・研究倫理に関わる諸問題およびトピックス等を解説を通じて、倫理的・法
的・社会的課題を広い視点から考えることができる能力を養成します。テーマ毎にグループで討論を行い、他
者の意見を理解し、自分の意見を皆の前で述べ、意見をまとめる能力を養います。

▶「卒業論文」「文献調査・講読」（4年次必修）
指導教員のもとで「卒業研究」「文献調査・講読」に取り組みます。関連分野の文献を調査し計画を組み立て研究
を行い、成果を卒業論文としてまとめる過程を通して、研究者あるいは技術者として必要な問題解決の為の能
力を身に付けます。完成した論文は学科・研究室ごとに「卒業研究発表会」が行われ、1年次より鍛え上げたプレ
ゼン力を発揮し大学4年間の学びの集大成を披露します。

今問われている倫理テーマをグループ討論で考察

セミナー形式で培う説明力・プレゼンテーション能力

「主体性」「チームワーク力」向上の為の取り組み　アクティブラーニング

本学が誇る基礎から最先端のバイオ技術を学ぶ実験・実習

● 群を抜いた豊富な実験・実習時間

※ この他にコンピュータバイオサ
イエンス学科は生命情報科学専
門実習、データベース実習、プ
ログラミング実習等があります。

1年次

基礎実験
180時間

2年次

応用実験
360時間

3年次

専門実験
324時間

コンピュータ
基礎実習60時間

生命情報学
応用実習60時間

卒業研究までの
3年間で
約900時間

実験レポート

実験ノート

実際の研究現場で通用する技術力・応用力を身につけるた
め、本学のカリキュラムでは実験・実習を徹底的に重視して
います。専門領域ごとに4人から8人グループ単位で進め、
教員・大学院生のTA（ティーチングアシスタント）も加え1
人ひとりきめ細かく援助・指導します。
1年次から本格的な実験を設け、段階的にレベルアップを図
ります。「実験ノート」と「実験レポート」の記入を通じて、書
き方や記録の仕方を学び、教員スタッフが添削を行います。
実験を計画、結果を記録、それらを他人に報告・発表する
という、実社会で求められるスキルを育みます。

アニマルバイオサイエンス学科 実験 臨床検査学PG 実習 コンピュータバイオサイエンス学科 実習 アニマルバイオサイエンス学科 実習

梅酒プロジェクト ▶地元企業と学生が共同開発
学生が主体となり地元酒造メーカーと長浜市の風土に根差し
た「梅酒づくり」を行いました。6月に青梅を摘み取り、漬け込
んだ梅酒をサンプリングして、香気成分やアミノ酸組成、ポリ
フェノール等の分析調査を行いました。市販梅酒の官能評価を
2回行うとともに梅についての学習会を行い、完成した梅酒が
お披露目されました。梅酒プロジェクトは2018年度より二年
目が始動しています。

女性層を意識した華やかな紅色と清冽な酸味が特徴の梅酒「つぼみうめ にごり」は
学生がネーミングしました。

柔軟力 自律力 論理的思考力

■ 身につける能力

自らを取り巻く環境・事態の変化や、異なる価
値観を持つ人たちとの関係構築に、柔軟かつ前
向きに対処する能力

自らの判断で自らが取るべき行動を決定し、実
行する能力

対象となる事柄を、原因と結果の因果関係を明
らかにしつつ、論理的に理解し伝えることので
きる能力

自律力 柔軟力 論理的思考力 問題解決能力

3年次前期に行われる「バイオサイエンス専門実験ⅠB」（環境・植物系）は、
大学近くの里山や琵琶湖畔で自ら採取した植物の学名を、様々な手段を用
いて同定します。実験最終日には、全員が実験結果をプレゼンテーション
して、学生同士で質疑応答を行います。実験の特徴は、各自が採取してき
た異なる植物を用いて実験するため、異なる結果が得られることです。実
習では自分の実験結果と解析結果だけを用いてそれぞれの回答を導き出し
ます。この実験によって得られた結果の意味を自分で考え、論理的に結論
を導き出す能力を養います。

■ キャリア教育の科目と目的
前期 夏期集中 後期 春期集中

大学での学び方を修
得するとともに、他者
との良好な関係構築
をめざす

グループ単位で選択したテー
マを調査し、自ら調査する力、
情報源を見分ける力、情報を整
理する力を修得する。

しょうがい者作業所などでの
協働体験やヒアリングを通じ
て、健常者としょうがい者が共
生できる社会について考える。

大学の魅力を表現したプロ
モーションビデオをグループ
単位で制作。優秀作は、市民
にも公開した成果発表会でプ
レゼン。

滋賀・京都・奈良の13大学の
連携による低学年次からのイ
ンターンシッププログラム。企
業研究と体験実習を実施する。

社会問題やビジネス
課題など正解のない
課題に対する論理的
思考法を学び、他者と
協働して課題解決す
る

科学技術の進歩や国際化の進
展などに伴って起きる社会問題
について、論文情報や新聞情報
を収集し、構想した解決策を発
表する。

企業の課題解決法を学んだ後、
企業で活躍する方を講師に招
き、実際のサービスを題材にし
てブランド戦略を立案する。

地域住民と共同で、長浜の魅
力を発信するイベント開催の
PBL 型 授 業（Project-based 
Learning）。

企業の課題解決法を学んだ後、
企業で活躍する方を講師に招
き、実際のサービスを題材と
してブランド戦略を立案する。

産業やビジネスを知る
とともに、自らのキャ
リアパスを考える

業界や職種について基礎的な
知識の学習、企業経営者や卒業
生との交流を通して、自らの職
業選択に活用する。

長期休暇を活用して、一定期
間の就業を体験。実際に社会
で働くことで、自らの将来設計
をより確固たるものにする。

１
年
次

２
年
次

３
年
次

 問題解決力の育成
 チームによる課題対応
 社会理解と社会適応

※臨床検査学プログラム履修生は選択科目

大学での学びと
実践方法（必修）

共生社会の形成と
私たちの役割

長浜バイオ大学
魅力紹介プロジェクト

社風発見
インターンシップ

社会の問題と
解決方法（必修※）

マーケティング
戦略の立案 Ⅰ

長浜魅力づくり
プロジェクト

マーケティング
戦略の立案Ⅱ

社会との関わりと
キャリアパス

インターンシップ
実習

3年間の集大成！

「長浜バイオ大学 魅力紹介プロジェクト」
（1年次選択科目）

マーケティング戦略の立案Ⅰ・Ⅱ
（3年次選択科目）

「インターンシップ実習」
（3年次選択科目）

「社会の問題と解決方法」
（2年次必修科目）

実
就験
業実
力習ア キク ャテ リィ アブ 教ラ 育ー ニ ン グ

バイオサイエンス学科 実習

※1時間＝45分授業※バイオサイエンス学科の場合



2018年3月卒業生・修了生の就職内定率は、学部生98.4％、大学院生100％の結果をあ
げ、高い就職率を堅持しています。業種別内定先では、従来から医薬・食品・化学・環境・
ITの5分野の割合が高く、学科別では3学科それぞれの特徴が顕著に現れています。アニマ
ルバイオサイエンス学科では、畜産などを含めた農業系、環境分析系、実験動物などの環

境・受託研究系、食品衛生課程を生かした食品系の内定者が多く、コンピュータバイオサイ
エンス学科では、全体の約56％がIT系企業に進み、システムエンジニアやプログラマーとし
て従事しています。また、大学院生は全体の75％が研究開発職・技術職に就いています。

様々な業種・職種で活躍する卒業生たち[進路の状況]

学部卒業生 過去5年間の主な就職先（50音別／敬称略）

● 医薬品関連
㈱アイコン・ジャパン／ iPSアカデミアジャパン㈱／
㈱アスクレップ／アステラスリサーチテクノロジー㈱
／大原薬品工業㈱／ IQVIAサービシーズジャパン㈱
／皇漢堂製薬㈱／サイトサポート・インスティテュート
㈱／㈱サンプラネット／㈱三和化学研究所／㈱CAC
エクシケア／㈱シーポック／滋賀県製薬㈱／㈱シマ研
究所／シミック㈱／㈱ジャパン・ティッシュ・エンジニ
アリング／㈱新日本科学／㈱新薬リサーチセンター
／㈱スズケン／㈱ステムセル研究所／ゼリア新薬工
業㈱／全星薬品工業㈱／第一三共プロファーマ㈱／
大和薬品工業㈱／武田テバ製薬㈱／㈱中外医科学研
究所／ツキオカフィルム製薬㈱／東和薬品㈱／中北
薬品㈱／日東メディック㈱／日本新薬㈱／日本全薬工
業㈱／浜理薬品工業㈱／福地製薬㈱／藤本製薬㈱／
マルホ㈱／㈱MICメディカル／㈱UNIGEN／㈱陽進
堂／㈱リニカル／リンパ球バンク㈱／湧永製薬㈱／
富士フイルム和光純薬㈱

● 医療・理化学機器
㈱コーガアイソトープ／日本ステリ㈱

● 環境･臨床検査･受託研究
アース環境サービス㈱／アイテック㈱／イビデンエン
ジニアリング㈱／㈱オリエンタルバイオサービス／近
畿技術コンサルタンツ㈱／コージンバイオ㈱／バイオ
メディカ・ソリューション㈱／㈱ハウス食品分析テクノ
サービス／ハムリー㈱／㈱日吉／フィルジェン㈱／㈱
メディック／㈱ユーべック／ユーロフィンジェノミクス
㈱

● 化学
アオホンケミカルジャパン・SARE㈱／㈱ADEKA／一
丸ファルコス㈱／㈱ウエ・ルコ／尾池工業㈱／癸巳化
成㈱／クラレプラスチックス㈱／サラヤ㈱／三和油化
工業㈱／塩野香料㈱／シャープ化学工業㈱／新日本
化学工業㈱／積水ナノコートテクノロジー㈱／大成化
工㈱／タカラバイオ㈱／㈱東洋化学／ナカライテス
ク㈱／㈱日本色材工業研究所／日本コルマー㈱／㈱
未来／ヤナセ製油㈱／㈱ヤマサキ／栗東積水工業㈱
／ワケンビーテック㈱／和研薬㈱

● 食品
イチビキ㈱／㈱おとうふ工房いしかわ／カネ美食品
㈱／㈱サンショク／シノブフーズ㈱／㈱三協／㈱進々
堂／㈱千成亭／タマムラデリカ㈱／㈱チェリオコーポ
レーション／㈱チェリオ中部／チョーヤ梅酒㈱／築野
食品工業㈱／東海牛乳㈱／名古屋製酪㈱／日本水産
㈱／ハンナン㈱／㈱ファイン／ホクト㈱／㈱マスヤグ
ループ本社／マリンフード㈱／㈱Mizkan／森永乳業
㈱／㈱雪国まいたけ／わらべや日洋㈱

● IT関連
㈱アークシステム／インフォコム㈱／㈱NSD／㈱大
塚商会／㈱GEクリエイティブ／サービス＆セキュリ
ティ㈱／㈱シーエーシー／㈱シー・エス・イー／㈱ジ
ナリス／㈱ソフトウェア・サービス／ TIS㈱／日本コン
ピューターネットワーク㈱／㈱ビジネス情報テクニカ
ルシステムズ／富士ソフト㈱

● 金融・商社・メディア
アルフレッサ㈱／宇野㈱／加藤産業㈱／世紀商事㈱
／バイオ・ラッドラボラトリーズ㈱／丸千千代田水産㈱
／森久保薬品㈱／㈱モリタ／理科研㈱

● 農業
㈱アキタ／朝日工業㈱／イセファーム㈱／東びわこ
農業協同組合

● 機械等製造
旭金属工業㈱／揖斐川工業㈱／エンゼルプレイング
カード製造㈱／川﨑重工業㈱／関西オートメ機器㈱
／㈱コダマ／シーシーアイ㈱／ツジコー㈱／テック・
ワーク㈱／㈱トップ精工／㈱光金属工業所

● 流通
イオンリテール㈱／㈱コスモス薬品

● 医療・福祉
（医）越田クリニック／（福）大樹会／（地独）宮城県立
病院機構 宮城県立がんセンター／（医）仁寿会　リプ
ロダクションクリニック大阪

● 教育・研究
（独）医薬基盤研究所／㈻関西文理総合学園／㈱京進
／（一社）バイオ産業情報化コンソーシアム／福島県
立医科大学／（国研）理化学研究所 生命システム研究
センター

● その他
㈱アスパーク／㈱アルプス技研／イオンディライト㈱
／いであ㈱／エコ・ライフ㈱／エム・テクニック㈱／
㈱ジョイフル／㈱スタッフサービスエンジニアリング
／㈱大翔／WDB㈱エウレカ社／㈱テクノ・プロ R＆D
社／㈱トラスト・テック／日研トータルソーシング㈱／
日東カストディアル・サービス㈱／日本原燃分析㈱／
日本ニット㈱／㈱日本予防医学研究所／㈱NIMURA
／ベルグアース㈱／㈱レッドバロン／㈱ワールドイン
テック

大学院修了生 主な就職先（50音別／敬称略）

滋賀　80
京都　54
奈良・和歌山　4

■学部卒業生
就職先企業本社所在地（過去３年間）※数字は社数

滋賀　80
京都　54
奈良・和歌山　4

北海道・青森
2

中部　106

福井・石川・
富山・新潟・
長野
17

神奈川・埼玉・
千葉・群馬・栃木
16

近畿　257

広島・岡山・山口　
7

福岡・熊本・長崎・
宮崎　7

東京　102

香川・愛媛　1 静岡 4
愛知 55

岐阜 32
三重 15

大阪　105
兵庫　14

その他進学等
14名

就職
185名

大学院
進学
47名

医薬品関連 3.8%
医療・理化学
機器 2.7%

環境・
臨床検査・
受託研究
 16.2%

化学 
7.0%

食品
11.4 %

IT 関連
13.5%

金融・商社・メディア
5.9%

機械等製造
7.0%

公務員2.7%
医療・福祉
1.6%
外食2.7%

流通
8.6%

農業3.8%

教育・研究 0.5%

その他
12.4%

その他
10.3%

研究（開発）3.2%

技術
33.5%

研究補助（助手）
0.5%

MR1.1%

営業
10.8%

総合
（一般）
27.6% SE・

プログラマー
13.0%

学部卒業者
（学位授与数）
246名

業種別
割合

職種別
割合 職種別割合

環境・臨床検査・
受託研究
10.7%

化学
14.3％

食品
10.7％

医薬品関連
17.9％

その他
25.0％

業種別割合

IT関連 7.1％農業 7.1％

流通
3.6％

医療・
福祉
3.6％

研究
（開発）
17.9％

SE・
プログラマー
7.1％

技術
50.0％

その他 7.1％

総合
（一般）
17.9％

バイオサイエンス学部卒業生の進路 大学院バイオサイエンス研究科修了生の進路

医薬品関連 5.6%
医療・
理化学機器
4.7%

食品
13.1%

化学
10.3%機械等製造

4.7%

IT 関連 1.9%
金融・商社・
メディア 7.5%

業種別割合

農業 1.9%

流通 9.3%

外食 3.7%
公務員2.8%

教育・研究
0.9％

その他
15.0％

環境・
臨床検査・
受託研究
18.7%

SE・
プログラマー

0.9%

MR 1.9％

研究（開発） 5.6%

技術
32.7%

営業
16.8%

その他
10.3%

総合
（一般）
31.8%

職種別割合

医薬品関連2.7%

金融・商社・
メディア
2.7%

環境・
臨床検査・
受託研究
24.3%

その他
8.1%
公務員
2.7%

外食
2.7%

医療・福祉
8.1%

流通
10.8%

業種別割合

食品
16.2%

農業
10.8%

機械等製造
10.8%

研究補助（助手）
2.7%

職種別割合 技術
48.6％総合

（一般）
32.4%

営業 2.7％

その他
13.5%

IT関連
56.1%

業種別割合

環境・臨床検査・受託研究 2.4％ 化学 4.9%

金融・商社・
メディア
4.9%

公務員 2.4%

流通
4.9％

機械等
製造
9.8%農業

2.4%

その他
9.8%

職種別割合
営業 2.4%

技術
22.0%

SE・
プログラマー
56.1%

その他
7.3%

総合（一般）
12.2%

食品 2.4%

バイオサイエンス学科 アニマルバイオサイエンス学科 コンピュータバイオサイエンス学科

（2018年３月博士課程前期課程修了者）（2018年３月卒業者）

■ 学部卒業生の進路（過年度生除く） ■ 学部卒業生の就職先 ■ 学部別

● 医薬品関連
㈱アイコン・ジャパン／㈱アイロム／イーピーエス㈱／㈱EP綜
合／井藤漢方製薬㈱／エイツーヘルスケア㈱／大原薬品工業
㈱／京都薬品工業㈱／協和発酵キリン㈱／協和ファーマケミ
カル㈱／ IQVIAサービシーズジャパン㈱／小太郎漢方製薬㈱
／小林化工㈱／小林薬品工業㈱／サイアヤファーマ㈱／佐藤
薬品工業㈱／㈱三和化学研究所／㈱CACクロア／シミック㈱
／㈱新日本科学／㈱新日本科学臨床薬理研究所／ゼリア新薬
工業㈱／全星薬品工業㈱／ダイヤ製薬㈱／㈱タウンズ／辰巳
化学㈱／中外製薬工業㈱／ツキオカフィルム製薬㈱／㈱ツム
ラ／東亜新薬㈱／東洋化学㈱／トーアエイヨー㈱／中北薬品
㈱／日東メディック㈱／㈱日本点眼薬研究所／パレクセル・イ
ンターナショナル㈱／福地製薬㈱／藤本製薬㈱／㈱富士薬品
／扶桑薬品工業㈱／マルホ㈱／Meiji Seika ファルマ㈱／祐
徳薬品工業㈱／㈱陽進堂／㈱リニカル／リンパ球バンク㈱

● 医療・理化学機器
浅井商事㈱／㈱北浜製作所／神戸バイオロボティクス㈱／小
西共和ホールディング㈱／タイテック㈱／㈱高尾製作所／西
村器械㈱／日本ステリ㈱／平和メディク㈱／松定プレシジョン
㈱／村中医療器㈱／㈱山正

● 環境・臨床検査・受託研究
アース環境サービス㈱／アイテック㈱／赤門ウイレックス㈱／
イカリ消毒㈱／㈱イズミテック／㈱エーテック／㈱エステム／
㈱大阪ビル管理／カンサイ㈱／（一社）京都微生物研究所／
喜楽鉱業㈱／近畿環境保全㈱／㈱近畿予防医学研究所／㈱
シー・アイ・シー／㈱ジェー・エー・シー／ JAPAN TESTING 
LABORATORIES㈱／大栄環境㈱／㈱中部衛生検査センター
／（一財）中部微生物研究所／永井産業㈱／夏原工業㈱／㈱西
日本技術コンサルタント／㈱日本医学臨床検査研究所／㈱日
本環境分析センター／日本クレア㈱／㈱日本食品エコロジー
研究所／日本メンテナスエンジニヤリング㈱／㈱ピーシーエ
ルジャパン／㈱日立プラントサービス／㈱日吉／㈱ヒロセ／㈱
ファルコバイオシステムズ／㈱水機テクノス／㈱メディック／
ユーロフィンジェノミクス㈱／ Eurofi ns DNA Synthesis㈱／
リーテック㈱

● 化学
㈱愛しとーと／㈱アジュバンコスメジャパン／アース製薬㈱／
㈱アスター美容／イイダ産業㈱／㈱大阪合成有機化学研究所
／奥野製薬工業㈱／㈱片山化学工業研究所／癸巳化成㈱／
㈱共和／クオレ㈱／㈱クラブコスメチックス／㈱コスモビュー
ティー／コタ㈱／サイチ工業㈱／酒井化学工業㈱／阪本薬品
工業㈱／作新工業㈱／サラヤ㈱／㈱三光タックシステム／積
水水口化工㈱／大保香料㈱／タカラバイオ㈱／㈱築港／㈱
Dear Laura ／㈱東洋化学／ドクターリセラ㈱／ナカライテス
ク㈱／日本ケミコス㈱／阪神グループ／㈱フェース／藤本化
学製品㈱／ポリマー化成㈱／㈱ホワイトベア―／栗東積水工
業㈱／和研薬㈱／富士フイルム和光純薬㈱

● 食品
足立産業㈱／アピ㈱／伊賀屋食品工業㈱／一番食品㈱／一正
蒲鉾㈱／㈱伊藤農園／㈱オイシス／大阪デリカフーズ㈱／㈱
大阪めいらく／大橋珍味堂㈱／㈱おとうふ工房いしかわ／オリ
ジン東秀㈱／カネ美食品㈱／㈱叶匠壽庵／キッコーマンソイ
フーズ㈱／岐阜中央青果㈱／キユーピー醸造㈱／㈱銀閣寺大
西／キンシ正宗㈱／熊野酒造㈱／熊本乳業㈱／月桂冠㈱／サ
カイキャニング㈱／三栄源エフ・エフ・アイ㈱／三共食品㈱／
㈱サンデリカ／サンヨー食品㈱／ジーエフシー㈱／㈱志津屋
／シノブフーズ㈱／㈱ジャパンフレッシュ／㈱進々堂／第一屋
製パン㈱／㈱大国フーズ／ダイニチ食品㈱／㈱ダイヤ／㈱ダ
イリキ／㈱たねや／㈱チェリオコーポレーション／中部フーズ
㈱／㈱デリカ・アイフーズ／㈱デリカスイト／東海牛乳㈱／東
海漬物㈱／東海デキストリン㈱／㈱中村屋／長浜浪漫ビール
㈱／名古屋製酪㈱／日研フード㈱／日本クッカリー㈱／㈱日本
サンガリアベバレッジカンパニー／日本食研ホールディングス
㈱／日本ピュアフード㈱／日本フードパッカー㈱／㈱野口食品
／㈱ファーストフーズ名古屋／㈱藤清／フジノ食品㈱／フジパ
ングループ本社㈱／伏見銘酒協同組合／㈱ふじや食品／プラ
イムデリカ㈱／㈱ベストーネ／㈱北條製餡所／星野科学㈱／
本部三慶㈱／マエカワテイスト㈱／㈱松風屋／松谷化学工業
㈱／南信州菓子工房㈱／㈱宮崎本店／ミンミン食品㈱／㈱武
蔵野／森田フードシステム㈱／山崎製パン㈱／㈱ヤマ食／ヤ
マダイ食品㈱／㈱山畜／山忠食品工業㈱／㈱やまみ／㈱ユキ
オー／米久おいしい鶏㈱／㈱リクロー／㈱ロック・フィールド／
わらべや日洋㈱

● IT関連
㈱アールシーエス／㈱アールワークス／㈱アイネス／アクサ
ス㈱／㈱アクセスフレンド／㈱アクトインフォメーションサービ
ス／アプライアンス＆デジタルソリューション㈱／アルカディ
ア・システムズ㈱／アンドール㈱／医療システムズ㈱／㈱イン
ターリンク／インフォコム㈱／㈱インフォマート／㈱エクサ／
㈱エクス／㈱エス・アール・アイシステムズ／㈱エスユーエス
／㈱NSD／エンリッチシステム㈱／㈱オービックビジネスコン
サルタント／オリンパスソフトウェアテクノロジー㈱／㈱GEク
リエイティブ／㈱ケイ・シー・シー／㈱ゲイン／㈱コア・クリエ
イトシステム／㈱コア 中部カンパニー／コンティニュー㈱／コ
ンピューターマネージメント㈱／サービス&セキュリティ㈱／
サイバーワークス㈱／㈱サイプレス・ソリューションズ／㈱サン
ソウシステムズ／三和コンピュータ㈱／㈱CIJ ／㈱滋賀県農協
電算センター／㈱システムサーバー／システムスクエア㈱／
システムロード㈱／㈱SHIFT ／島津エス・ディー㈱／㈱ジャス
トシステム／㈱スタイル・フリー／㈱ソフトウェア・サービス／
中央システム㈱／㈱テクノア／㈱テクノアスカ／㈱テクノプロ　
テクノプロ・IT社／㈱デジックデザイン／トランス・コスモス㈱
／日本アルゴリズム㈱／日本ソフト開発㈱／NetWisdom㈱
／㈱ハイマックス／㈱日立ソリューションズ／フェンリル㈱／㈱
フューチャースピリッツ／㈱ミエデンシステムソリューション／
三谷コンピュータ㈱／三菱電機メカトロニクスソフトウエア㈱
／ムラタシステム㈱

● 金融・商社・メディア
愛知県共済生活協同組合／アルフレッサ㈱／伊勢久㈱／㈱岩
田商会／ウメトク㈱／㈱大光／㈱カーク／㈱ケーエスケー／
興和㈱／ JA全農青果センター㈱／滋賀県信用組合／滋賀県
農業共済組合／㈱静岡銀行／㈱首都圏メディカル／総合食品
エスイー㈱／㈱第一通信社／㈱高山／㈱たけびし／㈱中広／
中部化成薬品㈱／㈱トレード／名古屋市信用保証協会／㈱な
にわ花いちば／日本アルコール販売㈱／バイオ・ラッドラボラ
トリーズ㈱／備後信用組合／不二化学薬品㈱／㈱ホワイトハ
ウス／増田医科器械㈱／三井住友海上火災保険㈱／㈱三ツワ
フロンテック／宮島薬品㈱／㈱三輪器械／明治安田生命保険
（相）／利州㈱

● 農業
㈱アキタ／あわじ島農業協同組合／㈱伊賀の里モクモク手づ
くりファーム／揖斐川工業㈱／きたなかふぁーむ／ぎふ農業
協同組合／クボタアグリサービス㈱／クラギ㈱／湖東農業協
同組合／㈱サラダコスモ／甲賀農業協同組合／全国農業協同
組合連合会／全国農業協同組合連合会岐阜県本部／全国農
業協同組合連合会長崎県本部／曽我の屋農興㈱／タキイ種苗
㈱／丹波ひかみ農業協同組合／津山農業協同組合／㈱東海ク
ボタ／東海物産㈱／豊田肥料㈱／トヨタネ㈱／日本農産工業
㈱／㈱林牧場／東びわこ農業協同組合／飛騨農業協同組合／
ファロスファーム㈱／㈱フリーデン／ベジファームゴトウ／㈱
北陸近畿クボタ／三重北農業協同組合／美濃酪農農業協同組
合連合会／ヤンマーアグリジャパン㈱中部近畿カンパニー

● 機械等製造
㈱アトライズイナケン／㈱エクセディ／㈱エノモト／エンゼル
プレイングカード製造㈱／近江鉱業㈱／㈱オーエスピー／㈱
加貫ローラ製作所／㈱久保村製作所／㈱倉田技研／㈱ケイハ
ン／三陽工業㈱／滋賀カーバイド㈱／シガスプリング㈱／島
津エンジニアリング㈱／城陽富士工業㈱／㈱シンデン／誓和
工具㈱／㈱積進／㈱ダイコーテクノ／大和冷機工業㈱／高槻
電器工業㈱／高橋金属㈱／東和耐火工業㈱／トーステ㈱／㈱
トップ精工／㈱中西製作所／㈱なんつね／㈱西村製作所／日
本精工㈱／日本ラック㈱／パナソニック産機システムズ㈱／㈱
ハマエンジニアリング／㈱刃物屋トギノン／㈲早野研工／扶
桑工業㈱／㈱プロシード／㈱ミズホ／ミヤ工業㈱／由利ロー
ル㈱／理研計器㈱／利高工業㈱／㈱ワコー／WashiON 共
立継器㈱／ワボウ電子㈱

● 流通
㈱アイエーシーインターナショナル／イオンペット㈱／ウエル
シア薬局㈱／㈱AIカンパニー／㈱エーツー／ FTC㈱／㈱カ
ネスエ／㈱関西丸和ロジスティクス／㈱キリン堂／㈱クスリの
アオキ／ゲンキー㈱／㈱コスモス薬品／ゴダイ㈱／㈱コメリ
／㈱サクラ／佐竹食品㈱／島村楽器㈱／㈱スギ薬局／生活
協同組合コープしが／大黒天物産㈱／㈱竹中庭園緑化／㈱タ
チヤ／㈱タックルベリー／中部薬品㈱／㈱ドン・キホーテ／
Nentrys㈱／ノーブルトレーダース㈱／㈱バローホールディン

グス／㈱バンダイロジパル／㈱ビッグモーター／ブックオフコーポ
レーション㈱／㈱フィールコーポレーション／㈱フタバヤ／㈱平和
堂／㈱ホンダクリオ滋賀／㈱間口／マックスバリュ中部㈱／㈱マツ
モト／㈱丸善／㈱万代／㈱ミートモリタ屋／㈱リカーマウンテン／
㈱ロードカー

● 外食
㈱あきんどスシロー／㈱あさくま／㈱アトム／㈱王将フードサービ
ス／㈱くらコーポレーション／㈱治元／㈱ジョリーパスタ／㈱星陵
フーズ／タニザワフーズ㈱／㈱なか卯／日本マクドナルド㈱／日
本レストランシステム㈱／㈱はま寿司／㈱ファイブスター／㈱松屋
フーズ／マルシェ㈱

● 医療・福祉
（医）足立病院／（医）三慧会　IVF大阪クリニック／エル動物病院
／（福）近江ふるさと会／（医）一樹会　大阪New ARTクリニック／
（医）清水会　京都清水メディケアシステム／（福）甲南会／（福）
湖北会／（独）国立病院機構　東海北陸グループ／（医）越田クリ
ニック／（福）滋賀県障害児協会／全国柔整鍼灸協同組合／園田桃
代ARTクリニック／醍醐渡辺クリニック／（医）久永婦人科クリニッ
ク／（福）琵琶湖愛輪会／㈱ぷりずむ／㈱ベネッセスタイルケア／
（医）仁寿会　リプロダクションクリニック大阪

● 公務員
愛知県警察本部／生駒市消防本部／海上自衛隊／亀山市役所／
京都府警察本部／滋賀県警察本部／滋賀県立琵琶湖博物館／
関ヶ原町役場／長崎県警察本部／長浜水道企業団／東近江市役
所／東串良町役場／兵庫県警察本部／福井県警察本部／北海道
庁／陸上自衛隊

● 教育・研究
（独）医薬基盤研究所／新教育総合研究会㈱／（学）関西文理総合
学園／（学）神戸学院　神戸学院大学／（一社）バイオ産業情報化
コンソーシアム／㈱HOMESエデュケーション

● その他
㈱アイエー／㈱アウトソーシングテクノロジー／㈱アスパーク／㈱
アペックス／新木産業㈱／㈱アワーズ／イオンディライト㈱／㈱
イーグル破砕土木／㈱エイジェック／エイム㈱／㈱エフアイ／㈱
エルアイシー／大塚産業グループ／京都土木㈱／京阪流通システ
ムズ㈱／高圧ガス工業㈱／コナミホールディングス㈱／サカタウ
エアハウス㈱／サントリービバレッジサービス㈱／㈱乗馬クラブク
レイン／㈱STUDIOUS／セントラル警備保障㈱／WDB㈱エウレ
カ社／帝国航業㈱／㈱テイクアンドギヴ・ニーズ／㈱東天紅／東
洋検査工業㈱／㈱トップメディア／㈱土木管理総合試験所／㈱ト
ヨタレンタリース滋賀／㈱トラスト・テック／㈱ナック／西日本旅客
鉄道㈱／日研トータルソーシング㈱／㈱日商エステム／日本eリモ
デル㈱／日本耐酸壜工業㈱／日本郵便㈱／㈱ネオキャリア／パナ
ソニックESファシリティマネジメント㈱／㈱平山／ホシザキ京阪㈱
／㈱ホームロジスティクス／モラブ阪神工業㈱／㈱ユナイテッドア
ローズ／㈱レオパレス21／㈱レッドバロン

■ 研究科修了生の就職先


